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3.2 再商品化施設の新たな処理技術の紹介 

 

 再商品化施設は、新たな処理技術の導入や将来を見据えた実証実験など、処理技術の向

上を目指した取組みを行っている。ここでは新たな処理技術例を紹介する。 

 

 

 

 

  目的  

廃家電を構成する主な金属は鉄、銅、アルミであり、鉄は磁性を持つため磁力選別機で

分別回収しやすいが、銅とアルミは分離回収が困難であった。この技術は、ミックスメ

タル(混合非鉄)の中に含まれる、銅(赤色)とアルミ(白色)の色が異なることに着目し、色

彩により両者を分離・回収し、回収素材の品位向上を目的とする。 

 
 

  技術内容・方法  

CCD カメラで材料を撮影し、映像 
データをコンピューターに送信す 
る。コンピューターが赤色(銅)と白 
色(アルミ)を見分け、エアーにて赤 
色(銅系)のみ吹飛ばす技術である。 

 
 

  成果  

１．本技術の導入により、純度 95 
  ％の銅の回収が可能となっ 
  た。 
２．本技術導入以前、銅とアルミ 
  は作業者がラインに入り、手 
  選別で分けていたが、機械化 
  により作業環境の改善が図ら 
  れた。 

選別機を導入する前の

作業状況 
本技術の導入により回収

された銅(左)とアルミ

色彩選別法の原理 

①色彩選別法による銅、アルミの高度分別処理技術 西日本家電リサイクル㈱ 

空気を吹

出す装置
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  目的  

通常、プラスチックと金属は比重が異なるため、水などを用いた比重差選別で分別する

(浮遊物→プラスチック、沈降物→金属等)。しかし、水に沈むプラスチックの場合、金

属とともに沈降するため分別が困難となる。この技術は、こうした沈降性廃プラスチッ

クと金属の分離を目的に、より高品位な廃プラスチックの回収を目指すものである。 

 
 

  技術内容・方法  

まずベルトコンベアに対象の混合材料 
を流し、金属センサーの上を通過させ 
る。金属異物が通過するとセンサーが 
反応し、ベルトコンベアの下流に配置 
されたエアー吹出しノズルに信号を 
送る。ノズルからは信号に応じて高圧 
エアーが吹出し、金属異物を吹飛ば 
す。なおノズルは多数横一列に並んで 
配置されており、目的の金属異物だけ 
を除去する。 

 

 

  期待される成果  

本技術の導入により、配線等の金属異 
物をほとんど含まない廃プラスチック 
の回収が可能となった。なお現段階で 
は実験レベルの技術であり、今後生産 
性を高めた量産化技術を確立し、実用 
化していく予定である。 

 
 
 
 
 

 

配線除去装置の仕組み 

被覆配線が選別され吹

飛ばされている様子 
配線除去装置の外観 

選別前の沈降プラスチック 選別後のプラスチック

吹飛ばされて回収された 

被覆配線 

②廃プラスチックからの金属異物除去技術(開発中) 西日本家電リサイクル㈱ 

配線等 高品位な廃プラ 
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  目的  

回収されたテレビの型番をカメラで読取り、画像認識技術で特定の機種のみ選別し、その

プラスチックを液晶テレビの部品等に再利用する自社循環の仕組みを構築する。 
この技術の発展形として、他社製品のプラスチックの選別や冷媒フロン種別管理等への応

用も期待できる。 

 
 

  技術内容・方法  

液晶テレビの部品として利用するためには、現在の設計基準に適

合するプラスチック部品のみを選別することが求められる。本装

置は、CCD カメラにより製品に表示された機種名を読取り、文字

として認識し、パソコンへ同データを転送する。これをあらかじ

め登録されたデータと照合して、再生可能な樹脂製品として使用

可能かどうかを判定、表示する。 
適合したテレビのプラスチックのみ専用破砕機にて処理した後、

下図のフローのように再生する。 

 
 

  成果  

従来は作業員の記憶や台帳との照合で選別していたが、本技術 
の導入により、プラスチックを破砕する前に再生可能かどうか 
を瞬時に判別することができ、作業時間の大幅短縮が可能とな 
った。 

機種名読取りの様子。

手にしているのが機種

名を読取る CCD カメラ

③プラスチックの自社循環に向けた機種選別技術 グリーンサイクル㈱・ソニー㈱ 

登録されたデータから、パ

ソコン上に「使用可能」と

判定が出ている様子 

ソニー製液晶テレビ 
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  目的  

フロンガスの漏洩防止・早期発見のため、回収ラインにある仕掛りボンベ(冷媒フロン回

収装置と接続されているボンベ)のフロン濃度連続監視システムと、ボンベ及びドラム缶

(断熱材フロン回収容器)保管庫の温度連続監視システムの導入により、フロン管理レベ

ルの飛躍的向上を図る。 

 
 

  技術内容・方法  
１．仕掛りボンベのフロン濃度の連続監視 

仕掛りボンベの上部に透明のボンベカバーを取付け、当該部

分の空気を吸引センサーによりフロン濃度を連続監視する

ことで、万一、バルブ周辺部で漏洩が起こった際、従来の重

量監視システムでは検知困難な極初期の段階で漏洩を検知

する。 

２．ボンベ及びドラム缶保管庫温度の連続監視 
ボンベやドラム缶保管庫に、従来からのフロン濃度監視に加

えて温度センサーを取り付け、保管温度の連続監視を行なう

ことにより、猛暑による温度異常や保管庫用クーラー故障等

を発見する。 
３．上記１．２．の仕組みを既存の安全監視システムに組込み、 

  センサー出力値をサーバーに自動記録すると同時に、異常 

   時は自動でメール発信し、迅速な対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  成果  

仕掛りボンベにおけるフロン濃度の連続監視システムの導入により、従来の重量監視シ

ステムに比べ、感度を格段に向上させた漏洩防止対策が可能となった。また、保管庫の

温度連続監視システムの導入により、終業後や休日中に猛暑やクーラー故障などで温度

異常が発生した際には管理者の携帯電話に自動発報し、直ぐに対処できるようになっ

た。 

④フロン管理レベルの向上 関西リサイクルシステムズ㈱ 

ボンベ上部に透明のカバ

ーを取付けることで、微

量な漏洩も検知 


